
テッドルーフ カタログ管理番号TR‐01‐HO‐11 21/02 1,250（TS）

施工箇所の水溜まりや、油、グリス等の汚れは、コンプレッ

サー、ブラスト処理等で取り除いて下さい。

流し貼り工法では、アスファルトコンパウンドを高温で溶解させ

ますので、作業の際には火傷しない様に十分気を付けて下さい。

コンパウンドを溶解する際には安全加熱温度範囲内にて溶解

させて下さい。

プライマーTは溶剤を含んでおります。取り扱いには十分注

意して下さい。

高温となる場所に保管しますと、変形する恐れがありますの

で、高温とならない場所に保管して下さい。

試 験 項 目 単 位

耐アルカリ性

規 格 値※

JIS K 5600

試 験 方 法

1.0～3.5

100以上

̶

0.0±1.0

0.0±3.0

Ca(OH)2溶液に15
日間浸して、異常の
ないこと。

3%食塩水に15日間
浸して異常のない
こと。

厚 さ ㎜

長 手 方 向

幅 方 向

長 手 方 向

幅 方 向

長 手 方 向

幅 方 向

長 手 方 向

幅 方 向

長 手 方 向

幅 方 向

引 張 強 さ

最 大 時 の
伸 び 率

低温可とう性 5個中4個
以上合格

「道路橋床版防水
便覧」に示すシー
ト系防水材の試
験方法による。

吸水膨張性

加熱収縮率

（20℃）

耐 塩 水 性 （20℃）

※アオイ化学工業㈱社内規格・日本道路協会規格

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

※施工の際には別途「施工要領書」を提出させて頂きます。

テッドルーフAS

プライマーT

15m/巻
2㎜（t）×1m（w）

15ｋｇ/缶

̶

危険物第四類第2石油類

荷　 姿 消防法危険物情報品　 名

一般物性

施工上の注意

荷　姿

テッドルーフASプライマーT

N/㎝

％

％

̶

̶

̶

％

本社／〒731ー0141 広島市安佐南区相田1丁目1番26号 TEL（082）877ー1341（代）
FAX（082）879ー7260

東 北 支 店

関 東 支 店

北 陸 支 店

中 部 支 店

近 畿 支 店

中 四 国 支 店

九 州 支 店

／TEL（022）384ー3171（代）
　FAX（022）382ー1260
／TEL（03）3993ー9311（代）
　FAX（03）3993ー9315
／TEL（025）280ー0131（代）
　FAX（025）281ー8338
／TEL（052）332ー5611（代）
　FAX（052）332ー5615
／TEL（06）6631ー2060（代）
　FAX（06）6631ー2170
／TEL（082）877ー7171（代）
　FAX（082）877ー5280
／TEL（092）623ー5556（代）
　FAX（092）623ー5559

広 島 工 場

埼 玉 工 場

北 京 支 社
アオイテクノサービス（株）
アオイコーポレーション（株）
アオイドリーム（株）
台 湾
シンガ ポール

／TEL（0826）46ー3511（代）
　FAX（0826）46ー2843
／TEL（048）584ー2511（代）
　FAX（048）584ー2510
／TEL +86（10）ー65584184
／TEL（082）877ー0017（代）
／TEL（082）877ー7336（代）
／TEL（082）831ー1345（代）
／奥億化學建材股　有限公司
／AOI KAGAKU（SINGAPORE）
PTE.LTD.

　TEL（65）6659ー1137（代）

http://www.aoi-chemical.co.jp

＜ご注意＞都合により予告なく本資料の内容を変更する事があります。 ※製品のお問い合わせは各支店・営業所までご連絡下さい。

　樹脂プライマー層・改質アスファルト層の2重防水構造によって、道路橋の

床版コンクリートへの雨水侵入を防ぎ、コンクリートの劣化を抑制します。

シガムコート工法は、2つの防水層材料の各々の材料特性を生かし、幅広

い外気温条件の下で道路舗装下部に位置する床版防水層に必要とされる接

着性と柔軟性を保つ新しい防水工法です。

橋面塗膜複合防水工法
施工上の注意

荷　姿

シガム カタログ管理番号BN‐20‐HO‐04 21/02 1,250（TS）

2重の防水層で

橋梁床版の劣化を

抑制

（1）施工箇所の水溜まりや油、グリスの汚れは、コンプレッサー、ブラスト処理などで取り除いて下さい。

（2）プライマーの施工は外気温0℃以上、湿度85％未満を原則とし、床版面温度が露点より高くないと施工面が結露することが

あるため、これらの条件下では施工を行わないで下さい。

（3）プライマー硬化後は、シガムサンドが固着しない為、塗布後直ちにシガムサンドを散布して下さい。

また、散布完了後に固着していないシガムサンドは、シガムコート塗布前にブロアー等で除去して下さい。

（4）床版温度が40℃以上の場合は、シガムエポプライマーを使用して下さい。

（5）シガムコートの溶解は、オイルバスの2重底の溶解釜を使用し、安全加熱温度200～250℃内にて溶解して下さい。安全加熱

温度以上での長時間加熱は、品質低下を招きます。

（6）シガムコートは高温で溶解させて使用する為、作業の際には火傷しない様に十分注意して下さい。

（7）製品のご使用の前には取扱い説明を確認して下さい。

（8）製品の安全性に関しては、安全データシート（SDS）を確認して下さい。

2重の防水層構造
　樹脂プライマー層と改質アスファルト層の双方が防水性

能を有する層を形成するため、高い防水性能を発揮します。

継ぎ目のない塗布工法
　床版に材料を塗布して防水層を形成する塗布工法なの

で、継ぎ目の無い一様な防水層を形成します。

高い接着性能
　下地面の床版コンクリートと上部のアスファルト舗装

に対し、必要な接着性を確保します。

低温条件下でも柔軟性を維持
　低温条件下の柔軟特性に優れた材質を適用して、脆化

破損を抑止しています。

施工例

特　長

▲施工状況

【適合規格】
●北海道土木技術会　鋼道路橋研究委員会
　　「北海道における鋼道路橋の設計および施工指針（平成24年1月）」　床版防水工性能照査試験　

●NEXCO3社 
　「構造物施工管理要領(平成24年7月)」　床版防水システム性能照査試験

備　考消防法危険物情報荷　姿品　名

シガムプライマー

主剤

硬化剤

15ｋｇ/缶 危険物第四類第1石油類非水溶性（危険等級Ⅱ）

一般用5ｋｇ/箱 危険物第五類自己反応性物質
（指定数量）第2種100ｋｇ

トナー 4ｋｇ/缶 危険物第四類第1石油類非水溶性（危険等級Ⅱ）

シガムエポプライマー
主剤 10ｋｇ/缶 危険物第四類第3石油類非水溶性（危険等級Ⅲ）

夏用
硬化剤 5ｋｇ/缶 危険物第四類第3石油類（危険等級Ⅲ）

̶非該当15ｋｇ/袋

25ｋｇ/箱

シガムサンド

̶指定可燃物(3000ｋｇ以上の場合)シガムコート

シガムコート

コンクリート床版

保護けい砂

アスファルト混合物

（標準使用量＝0.7ｋｇ/㎡）

（標準使用量＝1.4ｋｇ/㎡）

シガムサンド
（標準使用量＝0.3ｋｇ/㎡）

シガムプライマー※
※床版温度が40℃以上となる
　場合は、シガムエポプライマー
　（0.3ｋｇ/㎡）を使用します。

（標準使用量＝0.4ｋｇ/㎡）

シガムコートシガムプライマートナー シガムプライマー硬化剤シガムプライマー主剤

シガムコート

シガムプライマー

工法

＜ご注意＞都合により予告なく本資料の内容を変更する事があります。 ※製品のお問い合わせは各支店・営業所までご連絡下さい。

本社／〒731ー0141 広島市安佐南区相田1丁目1番26号 TEL（082）877ー1341（代）
FAX（082）879ー7260

東 北 支 店

関 東 支 店

北 陸 支 店

中 部 支 店

近 畿 支 店

中 四 国 支 店

九 州 支 店

／TEL（022）384ー3171（代）
　FAX（022）382ー1260
／TEL（03）3993ー9311（代）
　FAX（03）3993ー9315
／TEL（025）280ー0131（代）
　FAX（025）281ー8338
／TEL（052）332ー5611（代）
　FAX（052）332ー5615
／TEL（06）6631ー2060（代）
　FAX（06）6631ー2170
／TEL（082）877ー7171（代）
　FAX（082）877ー5280
／TEL（092）623ー5556（代）
　FAX（092）623ー5559

広 島 工 場

埼 玉 工 場

北 京 支 社
アオイテクノサービス（株）
アオイコーポレーション（株）
アオイドリーム（株）
台 湾
シンガ ポール

／TEL（0826）46ー3511（代）
　FAX（0826）46ー2843
／TEL（048）584ー2511（代）
　FAX（048）584ー2510
／TEL +86（10）ー65584184
／TEL（082）877ー0017（代）
／TEL（082）877ー7336（代）
／TEL（082）831ー1345（代）
／奥億化學建材股　有限公司
／AOI KAGAKU（SINGAPORE）
PTE.LTD.

　TEL（65）6659ー1137（代）

http://www.aoi-chemical.co.jp

- ﾃｯﾄﾞﾙｰﾌ AS 裏 [ 更新済み ].ai - シガムコート表 A3 [ 更新済み ].ai



性能試験データ①［シガムプライマー使用の場合］ 性能試験データ②［シガムエポプライマー使用の場合］

▲シガムコート塗布状況 ▲保護珪砂散布完了状況▲シガムプライマー塗布 ▲シガムサンド散布完了状況

試験項目

（舗装設置条件）

防水性試験 I
減水量(㎖)

̶ ̶ 密粒As舗装

試験温度
試験結果

北海道土木技術会規格※1 NEXCO3社規格※2 （グレード I）
規格値

̶

試験結果

SMA舗装(　)内は舗設温度

23℃ 0.0 ≦0.2 ̶ ̶

規格値

試験項目

耐薬品性試験

※1： 北海道土木技術会 鋼道路橋研究委員会「北海道における鋼道路橋の設計および施工指針（平成24年1月）」床版防水工性能照査試験規格
※2： NEXCO3社「構造物施工管理要領（平成24年7月）」床版防水システム性能照査試験規格

試験温度 北海道土木技術会規格※1 NEXCO3社規格※2 （グレード I）

防水性試験 II 23℃ 合格 漏水がないこと
合格

合格

(180℃)

(140℃)
漏水がないこと

引張接着（N/㎟）

23℃ 0.9 ≧0.6
0.69～0.73

0.62～0.66

(140℃)

(110℃)
≧0.6

-10℃ 1.8 ≧1.2 ̶ ̶

-20℃ 2.1 ≧1.2 ̶ ̶

23℃ 0.22 ≧0.15

≧0.8

≧0.5

0.189～0.219

0.199～0.229

(140℃)

(110℃)
≧0.15

-10℃ 1.2 ̶ ̶

-20℃ 2.2

23℃ 7.4 ≧1.0

-10℃ 1.7

-20℃ 1.2

ひび割れ追従性試験 I

ひび割れ追従性試験 II
追従限界ひび割れ幅（㎜）

23℃ 合格

-10℃ 合格

-20℃ 合格

-10℃ 1.0

-20℃ 0.9

合格

̶

̶

0.37～1.67

̶

異常がないこと

折損がないこと

折損がないこと

≧0.3

≧0.3

異常がないこと

̶

̶

≧0.3

̶

̶ ̶

̶ ̶

水浸引張接着

強度維持率（％）

せん断接着

23℃ 103 ≧50 64.1～86.3 ≧50

舗
装
あ
り

舗
装
な
し

強度

（N/㎟）

変形性

（㎜）

試験項目

（舗装設置条件）

防水性試験 I
減水量(㎖)

̶ ̶ 密粒As舗装

試験温度
試験結果

北海道土木技術会規格※1 NEXCO3社規格※2 （グレード I）
規格値

̶

試験結果

SMA舗装( )内は舗設温度

23℃ 0.0 ≦0.2 ̶ ̶

規格値

試験項目

耐薬品性試験

※1：北海道土木技術会 鋼道路橋研究委員会「北海道における鋼道路橋の設計および施工指針（平成24年1月）」床版防水工性能照査試験規格
※2：NEXCO3社「構造物施工管理要領」床版防水システム性能照査試験規格

試験温度 北海道土木技術会規格※1 NEXCO3社規格※2 （グレード I）

防水性試験 II 23℃ 合格 漏水がないこと
合格

合格

(180℃)

(140℃)
漏水がないこと

引張接着（N/㎟）

23℃ 0.8 ≧0.6
0.67～1.14

0.64～0.90

(140℃)

(110℃)
≧0.6

-10℃ 1.9 ≧1.2 ̶ ̶

-20℃ 1.8 ≧1.2 ̶ ̶

23℃ 0.26 ≧0.15

≧0.8

≧0.5

0.226～0.235

0.160～0.188

(140℃)

(110℃)
≧0.15

-10℃ 2.3 ̶ ̶

-20℃ 2.3

23℃ 2.1 ≧1.0

-10℃ 1.7

-20℃ 1.4

ひび割れ追従性試験 I

ひび割れ追従性試験 II
追従限界ひび割れ幅（㎜）

23℃ 合格

-10℃ 合格

-20℃ 合格

-10℃ 1.4

-20℃ 2.1

合格

̶

̶

1.32～1.52

̶

異常がないこと

折損がないこと

折損がないこと

≧0.3

≧0.3

異常がないこと

̶

̶

≧0.3

̶

̶ ̶

̶ ̶

水浸引張接着

強度維持率（％）

せん断接着

23℃ 92 ≧50 53.9～63.8 ≧50

舗
装
あ
り

舗
装
な
し

強度

（N/㎟）

変形性

（㎜）

性能試験データ①［シガムプライマー使用の場合］ 性能試験データ②［シガムエポプライマー使用の場合］

▲シガムコート塗布状況 ▲保護珪砂散布完了状況▲シガムプライマー塗布 ▲シガムサンド散布完了状況

試験項目

（舗装設置条件）

防水性試験 I
減水量(㎖)

̶ ̶ 密粒As舗装

試験温度
試験結果

北海道土木技術会規格※1 NEXCO3社規格※2 （グレード I）
規格値

̶

試験結果

SMA舗装( )内は舗設温度

23℃ 0.0 ≦0.2 ̶ ̶

規格値

試験項目

耐薬品性試験

※1：北海道土木技術会 鋼道路橋研究委員会「北海道における鋼道路橋の設計および施工指針（平成24年1月）」床版防水工性能照査試験規格
※2：NEXCO3社「構造物施工管理要領（平成24年7月）」床版防水システム性能照査試験規格

試験温度 北海道土木技術会規格※1 NEXCO3社規格※2 （グレード I）

防水性試験 II 23℃ 合格 漏水がないこと
合格

合格

(180℃)

(140℃)
漏水がないこと

引張接着（N/㎟）

23℃ 0.9 ≧0.6
0.69～0.73

0.62～0.66

(140℃)

(110℃)
≧0.6

-10℃ 1.8 ≧1.2 ̶ ̶

-20℃ 2.1 ≧1.2 ̶ ̶

23℃ 0.22 ≧0.15

≧0.8

≧0.5

0.189～0.219

0.199～0.229

(140℃)

(110℃)
≧0.15

-10℃ 1.2 ̶ ̶

-20℃ 2.2

23℃ 7.4 ≧1.0

-10℃ 1.7

-20℃ 1.2

ひび割れ追従性試験 I

ひび割れ追従性試験 II
追従限界ひび割れ幅（㎜）

23℃ 合格

-10℃ 合格

-20℃ 合格

-10℃ 1.0

-20℃ 0.9

合格

̶

̶

0.37～1.67

̶

異常がないこと

折損がないこと

折損がないこと

≧0.3

≧0.3

異常がないこと

̶

̶

≧0.3

̶

̶ ̶

̶ ̶

水浸引張接着

強度維持率（％）

せん断接着

23℃ 103 ≧50 64.1～86.3 ≧50

舗
装
あ
り

舗
装
な
し

強度

（N/㎟）

変形性

（㎜）

試験項目

（舗装設置条件）

防水性試験 I
減水量(㎖)

̶ ̶ 密粒As舗装

試験温度
試験結果

北海道土木技術会規格※1 NEXCO3社規格※2 （グレード I）
規格値

̶

試験結果

SMA舗装( )内は舗設温度

23℃ 0.0 ≦0.2 ̶ ̶

規格値

試験項目

耐薬品性試験

※1：北海道土木技術会 鋼道路橋研究委員会「北海道における鋼道路橋の設計および施工指針（平成24年1月）」床版防水工性能照査試験規格
※2：NEXCO3社「構造物施工管理要領」床版防水システム性能照査試験規格

試験温度 北海道土木技術会規格※1 NEXCO3社規格※2 （グレード I）

防水性試験 II 23℃ 合格 漏水がないこと
合格

合格

(180℃)

(140℃)
漏水がないこと

引張接着（N/㎟）

23℃ 0.8 ≧0.6
0.67～1.14

0.64～0.90

(140℃)

(110℃)
≧0.6

-10℃ 1.9 ≧1.2 ̶ ̶

-20℃ 1.8 ≧1.2 ̶ ̶

23℃ 0.26 ≧0.15

≧0.8

≧0.5

0.226～0.235

0.160～0.188

(140℃)

(110℃)
≧0.15

-10℃ 2.3 ̶ ̶

-20℃ 2.3

23℃ 2.1 ≧1.0

-10℃ 1.7

-20℃ 1.4

ひび割れ追従性試験 I

ひび割れ追従性試験 II
追従限界ひび割れ幅（㎜）

23℃ 合格

-10℃ 合格

-20℃ 合格

-10℃ 1.4

-20℃ 2.1

合格

̶

̶

1.32～1.52

̶

異常がないこと

折損がないこと

折損がないこと

≧0.3

≧0.3

異常がないこと

̶

̶

≧0.3

̶

̶ ̶

̶ ̶

水浸引張接着

強度維持率（％）

せん断接着

23℃ 92 ≧50 53.9～63.8 ≧50

舗
装
あ
り

舗
装
な
し

強度

（N/㎟）

変形性

（㎜）



性能試験データ①［シガムプライマー使用の場合］ 性能試験データ②［シガムエポプライマー使用の場合］

▲シガムコート塗布状況 ▲保護珪砂散布完了状況▲シガムプライマー塗布 ▲シガムサンド散布完了状況

試験項目

（舗装設置条件）

防水性試験 I
減水量(㎖)

̶ ̶ 密粒As舗装

試験温度
試験結果

北海道土木技術会規格※1 NEXCO3社規格※2 （グレード I）
規格値

̶

試験結果

SMA舗装( )内は舗設温度

23℃ 0.0 ≦0.2 ̶ ̶

規格値

試験項目

耐薬品性試験

※1：北海道土木技術会 鋼道路橋研究委員会「北海道における鋼道路橋の設計および施工指針（平成24年1月）」床版防水工性能照査試験規格
※2：NEXCO3社「構造物施工管理要領（平成24年7月）」床版防水システム性能照査試験規格

試験温度 北海道土木技術会規格※1 NEXCO3社規格※2 （グレード I）

防水性試験 II 23℃ 合格 漏水がないこと
合格

合格

(180℃)

(140℃)
漏水がないこと

引張接着（N/㎟）

23℃ 0.9 ≧0.6
0.69～0.73

0.62～0.66

(140℃)

(110℃)
≧0.6

-10℃ 1.8 ≧1.2 ̶ ̶

-20℃ 2.1 ≧1.2 ̶ ̶

23℃ 0.22 ≧0.15

≧0.8

≧0.5

0.189～0.219

0.199～0.229

(140℃)

(110℃)
≧0.15

-10℃ 1.2 ̶ ̶

-20℃ 2.2

23℃ 7.4 ≧1.0

-10℃ 1.7

-20℃ 1.2

ひび割れ追従性試験 I

ひび割れ追従性試験 II
追従限界ひび割れ幅（㎜）

23℃ 合格

-10℃ 合格

-20℃ 合格

-10℃ 1.0

-20℃ 0.9

合格

̶

̶

0.37～1.67

̶

異常がないこと

折損がないこと

折損がないこと

≧0.3

≧0.3

異常がないこと

̶

̶

≧0.3

̶

̶ ̶

̶ ̶

水浸引張接着

強度維持率（％）

せん断接着

23℃ 103 ≧50 64.1～86.3 ≧50

舗
装
あ
り

舗
装
な
し

強度

（N/㎟）

変形性

（㎜）

試験項目

（舗装設置条件）

防水性試験 I
減水量(㎖)

̶ ̶ 密粒As舗装

試験温度
試験結果

北海道土木技術会規格※1 NEXCO3社規格※2 （グレード I）
規格値

̶

試験結果

SMA舗装( )内は舗設温度

23℃ 0.0 ≦0.2 ̶ ̶

規格値

試験項目

耐薬品性試験

※1：北海道土木技術会 鋼道路橋研究委員会「北海道における鋼道路橋の設計および施工指針（平成24年1月）」床版防水工性能照査試験規格
※2：NEXCO3社「構造物施工管理要領」床版防水システム性能照査試験規格

試験温度 北海道土木技術会規格※1 NEXCO3社規格※2 （グレード I）

防水性試験 II 23℃ 合格 漏水がないこと
合格

合格

(180℃)

(140℃)
漏水がないこと

引張接着（N/㎟）

23℃ 0.8 ≧0.6
0.67～1.14

0.64～0.90

(140℃)

(110℃)
≧0.6

-10℃ 1.9 ≧1.2 ̶ ̶

-20℃ 1.8 ≧1.2 ̶ ̶

23℃ 0.26 ≧0.15

≧0.8

≧0.5

0.226～0.235

0.160～0.188

(140℃)

(110℃)
≧0.15

-10℃ 2.3 ̶ ̶

-20℃ 2.3

23℃ 2.1 ≧1.0

-10℃ 1.7

-20℃ 1.4

ひび割れ追従性試験 I

ひび割れ追従性試験 II
追従限界ひび割れ幅（㎜）

23℃ 合格

-10℃ 合格

-20℃ 合格

-10℃ 1.4

-20℃ 2.1

合格

̶

̶

1.32～1.52

̶

異常がないこと

折損がないこと

折損がないこと

≧0.3

≧0.3

異常がないこと

̶

̶

≧0.3

̶

̶ ̶

̶ ̶

水浸引張接着

強度維持率（％）

せん断接着

23℃ 92 ≧50 53.9～63.8 ≧50

舗
装
あ
り

舗
装
な
し

強度

（N/㎟）

変形性

（㎜）

性能試験データ①［シガムプライマー使用の場合］ 性能試験データ②［シガムエポプライマー使用の場合］

▲シガムコート塗布状況 ▲保護珪砂散布完了状況▲シガムプライマー塗布 ▲シガムサンド散布完了状況

試験項目

（舗装設置条件）

防水性試験 I
減水量(㎖)

̶ ̶ 密粒As舗装

試験温度
試験結果

北海道土木技術会規格※1 NEXCO3社規格※2 （グレード I）
規格値

̶

試験結果

SMA舗装( )内は舗設温度

23℃ 0.0 ≦0.2 ̶ ̶

規格値

試験項目

耐薬品性試験

※1：北海道土木技術会 鋼道路橋研究委員会「北海道における鋼道路橋の設計および施工指針（平成24年1月）」床版防水工性能照査試験規格
※2：NEXCO3社「構造物施工管理要領（平成24年7月）」床版防水システム性能照査試験規格

試験温度 北海道土木技術会規格※1 NEXCO3社規格※2 （グレード I）

防水性試験 II 23℃ 合格 漏水がないこと
合格

合格

(180℃)

(140℃)
漏水がないこと

引張接着（N/㎟）

23℃ 0.9 ≧0.6
0.69～0.73

0.62～0.66

(140℃)

(110℃)
≧0.6

-10℃ 1.8 ≧1.2 ̶ ̶

-20℃ 2.1 ≧1.2 ̶ ̶

23℃ 0.22 ≧0.15

≧0.8

≧0.5

0.189～0.219

0.199～0.229

(140℃)

(110℃)
≧0.15

-10℃ 1.2 ̶ ̶

-20℃ 2.2

23℃ 7.4 ≧1.0

-10℃ 1.7

-20℃ 1.2

ひび割れ追従性試験 I

ひび割れ追従性試験 II
追従限界ひび割れ幅（㎜）

23℃ 合格

-10℃ 合格

-20℃ 合格

-10℃ 1.0

-20℃ 0.9

合格

̶

̶

0.37～1.67

̶

異常がないこと

折損がないこと

折損がないこと

≧0.3

≧0.3

異常がないこと

̶

̶

≧0.3

̶

̶ ̶

̶ ̶

水浸引張接着

強度維持率（％）

せん断接着

23℃ 103 ≧50 64.1～86.3 ≧50

舗
装
あ
り

舗
装
な
し

強度

（N/㎟）

変形性

（㎜）

試験項目

（舗装設置条件）

防水性試験 I
減水量(㎖)

̶ ̶ 密粒As舗装

試験温度
試験結果

北海道土木技術会規格※1 NEXCO3社規格※2 （グレード I）
規格値

̶

試験結果

SMA舗装(　)内は舗設温度

23℃ 0.0 ≦0.2 ̶ ̶

規格値

試験項目

耐薬品性試験

※1： 北海道土木技術会 鋼道路橋研究委員会「北海道における鋼道路橋の設計および施工指針（平成24年1月）」床版防水工性能照査試験規格
※2： NEXCO3社「構造物施工管理要領」床版防水システム性能照査試験規格

試験温度 北海道土木技術会規格※1 NEXCO3社規格※2 （グレード I）

防水性試験 II 23℃ 合格 漏水がないこと
合格

合格

(180℃)

(140℃)
漏水がないこと

引張接着（N/㎟）

23℃ 0.8 ≧0.6
0.67～1.14

0.64～0.90

(140℃)

(110℃)
≧0.6

-10℃ 1.9 ≧1.2 ̶ ̶

-20℃ 1.8 ≧1.2 ̶ ̶

23℃ 0.26 ≧0.15

≧0.8

≧0.5

0.226～0.235

0.160～0.188

(140℃)

(110℃)
≧0.15

-10℃ 2.3 ̶ ̶

-20℃ 2.3

23℃ 2.1 ≧1.0

-10℃ 1.7

-20℃ 1.4

ひび割れ追従性試験 I

ひび割れ追従性試験 II
追従限界ひび割れ幅（㎜）

23℃ 合格

-10℃ 合格

-20℃ 合格

-10℃ 1.4

-20℃ 2.1

合格

̶

̶

1.32～1.52

̶

異常がないこと

折損がないこと

折損がないこと

≧0.3

≧0.3

異常がないこと

̶

̶

≧0.3

̶

̶ ̶

̶ ̶

水浸引張接着

強度維持率（％）

せん断接着

23℃ 92 ≧50 53.9～63.8 ≧50

舗
装
あ
り

舗
装
な
し

強度

（N/㎟）

変形性

（㎜）



樹脂プライマー層・改質アスファルト層の2重防水構造によって、道路橋の

床版コンクリートへの雨水侵入を防ぎ、コンクリートの劣化を抑制します。

シガムコート工法は、2つの防水層材料の各々の材料特性を生かし、幅広

い外気温条件の下で道路舗装下部に位置する床版防水層に必要とされる接

着性と柔軟性を保つ新しい防水工法です。

橋面塗膜複合防水工法
施工上の注意

荷　姿

 シガム　カタログ管理番号BN‐20‐HO‐04　21/02　1,250（TS）

2重の防水層で

橋梁床版の劣化を

抑制

（1）施工箇所の水溜まりや油、グリスの汚れは、コンプレッサー、ブラスト処理などで取り除いて下さい。

（2）プライマーの施工は外気温0℃以上、湿度85％未満を原則とし、床版面温度が露点より高くないと施工面が結露することが

あるため、これらの条件下では施工を行わないで下さい。

（3）プライマー硬化後は、シガムサンドが固着しない為、塗布後直ちにシガムサンドを散布して下さい。

また、散布完了後に固着していないシガムサンドは、シガムコート塗布前にブロアー等で除去して下さい。

（4）床版温度が40℃以上の場合は、シガムエポプライマーを使用して下さい。

（5）シガムコートの溶解は、オイルバスの2重底の溶解釜を使用し、安全加熱温度200～250℃内にて溶解して下さい。安全加熱

温度以上での長時間加熱は、品質低下を招きます。

（6）シガムコートは高温で溶解させて使用する為、作業の際には火傷しない様に十分注意して下さい。

（7）製品のご使用の前には取扱い説明を確認して下さい。

（8）製品の安全性に関しては、安全データシート（SDS）を確認して下さい。

2重の防水層構造
樹脂プライマー層と改質アスファルト層の双方が防水性

能を有する層を形成するため、高い防水性能を発揮します。

継ぎ目のない塗布工法
床版に材料を塗布して防水層を形成する塗布工法なの

で、継ぎ目の無い一様な防水層を形成します。

高い接着性能
下地面の床版コンクリートと上部のアスファルト舗装

に対し、必要な接着性を確保します。

低温条件下でも柔軟性を維持
低温条件下の柔軟特性に優れた材質を適用して、脆化

破損を抑止しています。

施工例

特　長

▲施工状況

【適合規格】
●北海道土木技術会 鋼道路橋研究委員会

「北海道における鋼道路橋の設計および施工指針（平成24年1月）」 床版防水工性能照査試験
●NEXCO3社

「構造物施工管理要領(平成24年7月)」 床版防水システム性能照査試験

備　考消防法危険物情報荷　姿品　名

シガムプライマー

主剤

硬化剤

15ｋｇ/缶 危険物第四類第1石油類非水溶性（危険等級Ⅱ）

一般用5ｋｇ/箱 危険物第五類自己反応性物質
（指定数量）第2種100ｋｇ

トナー 4ｋｇ/缶 危険物第四類第1石油類非水溶性（危険等級Ⅱ）

シガムエポプライマー
主剤 10ｋｇ/缶 危険物第四類第3石油類非水溶性（危険等級Ⅲ）

夏用
硬化剤 5ｋｇ/缶 危険物第四類第3石油類（危険等級Ⅲ）

̶非該当15ｋｇ/袋

25ｋｇ/箱

シガムサンド

̶指定可燃物(3000ｋｇ以上の場合)シガムコート

シガムコート

コンクリート床版

保護けい砂

アスファルト混合物

（標準使用量＝0.7ｋｇ/㎡）

（標準使用量＝1.4ｋｇ/㎡）

シガムサンド
（標準使用量＝0.3ｋｇ/㎡）

シガムプライマー※
※床版温度が40℃以上となる
場合は、シガムエポプライマー
（0.3ｋｇ/㎡）を使用します。

（標準使用量＝0.4ｋｇ/㎡）

シガムコートシガムプライマートナー シガムプライマー硬化剤シガムプライマー主剤

シガムコート

シガムプライマー

工法

＜ご注意＞ 都合により予告なく本資料の内容を変更する事があります。　※製品のお問い合わせは各支店・営業所までご連絡下さい。

本社／〒731ー0141 広島市安佐南区相田1丁目1番26号 TEL（082）877ー1341（代）
FAX（082）879ー7260

東 北 支 店

関 東 支 店

北 陸 支 店

中 部 支 店

近 畿 支 店

中 四 国 支 店

九 州 支 店

／TEL（022）384ー3171（代）
　FAX（022）382ー1260
／TEL（03）3993ー9311（代）
　FAX（03）3993ー9315
／TEL（025）280ー0131（代）
　FAX（025）281ー8338
／TEL（052）332ー5611（代）
　FAX（052）332ー5615
／TEL（06）6631ー2060（代）
　FAX（06）6631ー2170
／TEL（082）877ー7171（代）
　FAX（082）877ー5280
／TEL（092）623ー5556（代）
　FAX（092）623ー5559

広 島 工 場

埼 玉 工 場

北 京 支 社
アオイテクノサービス（株）
アオイコーポレーション（株）
アオイドリーム（株）
台 湾
シンガ ポール

／TEL（0826）46ー3511（代）
　FAX（0826）46ー2843
／TEL（048）584ー2511（代）
　FAX（048）584ー2510
／TEL +86（10）ー65584184
／TEL（082）877ー0017（代）
／TEL（082）877ー7336（代）
／TEL（082）831ー1345（代）
／奥億化學建材股　有限公司
／AOI KAGAKU（SINGAPORE）
　 PTE.LTD.
　TEL（65）6659ー1137（代）

http://www.aoi-chemical.co.jp

橋面舗装・排水性舗装用導水管

特　長

●高架道路、橋面端部、伸縮装置端部の排水、導水

●排水性舗装と密粒アスコン舗装との境界部の排水、導水

●排水性舗装の排水、導水

用　途

品　種

滞留水の
排出は構造物の
長寿命化に
必要です！

高架道路や橋面の舗装に浸透した水や構造物と舗装との境界部から浸透した

水は床版上や床版防水層上に滞留することになり、この滞留水は舗装劣化や剥離

を引き起こす要因になります。構造物の耐久性を損なわれないために、これらの

滞水を速やかに排水することが望まれます。

フレキドレーンP（金属製ドレーン）

高い耐荷重性
3次元体を螺旋状に巻いた構造を持つ事から、極めて耐荷重性が高く、舗設中に潰れたり倒れ込んだりすることが無く所定

の通水断面を確保します。

通水を阻害しない
螺旋体は一定以上伸びないため、骨材が隙間を押し広げて中に入り込み通水を阻害することがありません。

通水経路を多く持つ
表面に凹凸を有するため、アスファルト混合物と接した窪み部分も通水経路となり、螺旋体の内部と合わせて通水経路が

多く、排水性能に優れます。

フレキシブル
曲がり部分にも自在に設置でき、設置面の不陸に追従するので施工がスピーディです。

フレキドレーンP

耐熱性・耐圧性に優れたフレキシブルパイプで、通水を確保すると共にパイプ内にアスファルト混合物などが入り込まない
構造をしています。

項　目 品 種

呼び径
外径（㎜）
内径（㎜）
材質 溶融亜鉛メッキ鋼製（JIS G 3302）

12用

13

10

18用

19

16

25用

25

21

30用

31

27

※外径・内径は代表値

伸縮部表面凹凸形状

通水孔 通水間隙（全周） ※12用は通水孔は無し


